
５人の奨学生が KCSE（ケニア統一高等教育修了試験）を無事に終え、４年間のセカンダリースクール

（高校）の過程を修了しました。COVID-19 により学校が閉鎖されていた影響で、2022 年度はかなりタ

イトなカリキュラムがケニア全土で実施されていました。そのため、家庭訪問に行く度に多くの KESTES

奨学生たちが口にするのは、朝５時前に起きて就寝は深夜０時という過酷な寮生活を送っているという

ことでした。なぜ、彼らがそんなに頑張れるのか・・・。それは夢があるからです。「将来の夢が毎日の

生活の原動力」と語る奨学生もいました。KESTES の奨学生は、奨学金を受けなければセカンダリースク

ール（高校）へ通うことを諦めなければならなかった生徒ばかりです。きっと、彼ら自身がそれをよく理

解しているからこそ、５人全員が４年間の課程を無事に完走しきれたのだと思います。また、奨学生だけ

でなく、彼らの保護者の方々も支援者様への感謝の思いを熱く話していました。温かいご支援をありが

とうございました。今後もどうぞよろしくお願いいたします。以下、卒業生を紹介します。（アルファベ

ット順） 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※KCSE の Total 成績は、 

A～E の範囲でつけられます。 

KESTES 通信 

はらんべぇ・れお 
2023 年 3月発行 第 38 号 



 

 

 

この度は、教育のサポートをしていただき、誠にありがとうございまし

た。 

KCSE（ケニア統一高等教育修了試験）では、私はすべての科目に均等に

時間を割くようにしました。そして、私は先生に助けを求め、私が理解で

きなかった科目をフォローしようとしました。 

しかし、残念なことに、私は大学に入学し、自分のコースを達成すること

ができませんでした。 

だから、もし私の目標である C+以上の成績を取るチャンスがあれば、4

年生で再履修したいと思っています。 

KESTES の皆さん、これまですべてのことに支援していただき、本当に

ありがとうございました。 

 

私への全てのサポートを嬉しく思います。KESTES は私をここまで成⾧

させてくれました。ほんとうに感謝していますし、本当に幸せです。 

神様があなたに祝福を与え、また他の子供たちをサポートできますよう

に。 

感謝の気持ちとともにこれを書いています。私がセカンダリースクー

ル（高校）での教育を受けられるよう、4 年間サポートしていただけた

こと、本当に幸せに思います。皆さんのサポートが、私に力と自信を与

えてくれ、強い決意をもって、試験に挑むことができました。 

いただいたアドバイスが、私をより強くしてくれました。がんばって最

高の成績を残さねばならないことを理解しました。これまでのサポー

トに感謝を言わせてください。私の出した成果は、皆さんのサポートの

結果なのです。奨学金を得られたら、高等教育を受けるために大学に進

みたいです。私は、ナイロビ大学の看護学部に進学したいと考えていま

す。引き続き、皆さんが私をサポートしてくれたらと願っています。あ

りがとうございました。 



  

セカンダリースクール（高校）で学んだことを生かして 

これからも夢に向かって進むことができるよう 

KESTES 一同応援しています！！ 

 

全ての KESTES 正会員や支援者の皆さん、1 年生から 4 年生まで教育

の機会を与えてくださり、本当にありがとうございました。支援がな

ければ、私はセカンダリースクール（高校）の教育を受けられなかっ

たでしょう。KCSE（ケニア統一高等教育修了試験）では奮闘し、Ｂ-

の結果を得ました。これにより、以前からの夢であった眼科医のコー

スへ志願する資格を取得することができました。これまでの担当者の

皆さん、たとえ日本へ戻ったとしても、今も友達であり、もしケニア

へ再び訪れた際には歓迎します。 

いつか私も KESTES の活動に参加し、他の生徒たちを助けたいです。

KESTES の活動はケニアの生徒たちをとても支えているもので、いつ

までも変わらずにいてほしいです。 

KESTES を支援している企業の成功も願っています。ありがとうござ

いました。 

私たちが初めて出会ったのは 2019 年のことで、あれからずいぶん経ち

ました。あれから皆さんの深い愛情、思いやり、そして親切心を受け、

私は幸せでした。 

KESTES の手厚い支援のおかげで、私はセカンダリースクール（高校）

の教育を修了することができました。皆さんが私に対して示した精神

を持ち続け、他の学生たちにも同じようにしていただき、ケニアから無

知が撲滅されますように。 

私がこれまでにお会いした KESTES の皆さんは、寛大で、親切で、私

にたくさんの愛情を与えてくださったことをお伝えしたいです。

KESTES の支援のおかげで、学費が払えずに学業が中断するようなこ

とがなく、安心して勉強に励むことができました。 

全知全能の神が、皆さんのために支援の道を開き、それによって無知と

貧困の撲滅を目指す人々に祝福をもたらして下さいますように。 

もし大学進学のための奨学金制度の情報がありましたら、私のことを

おもいだして、教えていただけたらと思います。 

KESTES の皆さん、本当にありがとうございました。 



KESTES では現在 5 名の奨学生を支援しています。 

2023 年 1 月の総会にて、新たに 2 名の奨学生を新規採用しました。 

3 学期を終えた奨学生、新規採用の奨学生たちの現状をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一部の KESTES 正会員の協力隊の任期満了につき、KESTES は新体制となりました。１月にオンライ

ンにて 2023 年度第１回総会が行われ、会⾧は加賀瀬 悠から大谷 和へ、副会⾧は實近 千尋から木村 

勇太へバトンが渡り、既に始動しています。また、2 月 18 日にはナイロビにて加賀瀬元会⾧から１月

に着任した新隊員へ KESTES の説明会が行われました。引き続き KESTES へのご指導・ご支援をよろ

しくお願いいたします。以下、元会⾧ 加賀瀬悠より皆様へのメッセージです。 

 
世界中に拡大した COVID-19 の影響により、世界中の JICA 海外協力隊員が一斉帰国したのが 2022 年 3 月。その頃、

私は二本松訓練所で派遣前訓練を受けている最中でした。ケニアへの派遣は無期限延期となりましたが、幸いにして 1 年

遅れで派遣されることとなり、そこからまる 2 年間、ケニアで活動を続けることができました。 

COVID-19 のパンデミックは、当然ながら KESTES の活動にも大きな影響を与えました。隊員の一斉帰国によるケニ

ア国内での活動の停止。帰国を余儀なくされた隊員にとっても、支援を受けていた奨学生にとっても、非常に不安な期間

であったことは間違いないでしょう。2021 年の時点でも KESTES の活動はまだ完全には再開されず、私の前任の村岡智

子さんの再派遣を待つ必要がありました。この時点で奨学生に対する金銭的な支援は再開され始めていたわけですが、ま

だ COVID-19 禍において奨学生訪問やイベントなどは再開することができない環境にありました。 

KESTES の活動が本格的に再開されたのは 2022 年に入ってからとなります。村岡さんに誘われて KESTES に加入した

新メンバーたち（私や大谷現会⾧らがこの時のメンバーです）によって、少しずつ奨学生訪問が再開されました。徐々に

隊員に声をかけて KESTES の参加メンバーを増やし、6 月にはオンラインで総会を開催。私はここで正式に会⾧に就任

し、新規採用の奨学生たちの支援を正式に決定するなど、本格的な活動再開に向けた最初の一歩になりました。 

2022 年の活動再開当初はメンバーが少なかったため、会⾧兼会計班⾧として活動を始めました。会⾧として全体の方

向性を考え、会計班の業務を行いつつ、奨学生の採用・訪問、広報誌はらんべぇ・れおの作成、新規メンバーの勧誘、イ

ベント担当など、何でも屋として動き回った半年でした。私が KESTES 正会員として活動したのは 1 年にも満たない期

間なのですが、何年も活動したような充実感がありました。私自身も KESTES の活動のやり方がわかっていなかったの

もあり、この時期はとにかく手探りでやれることを進めていました。この時期から一緒に活動してくれたメンバーたち、

日本から支援を続けてくれた村岡さんには感謝してもしきれません。 

2022 年 8 月、ケニアの総選挙期間中に隊員はナイロビへ上京し、退避していました。この好機に、新体制 KESTES と

して集まり、初めて対面での総会を行うとともに、チャリティーオークションを実施することができました。ここも一つ

の転機となり、メンバーも増え、各班の体制が固まっていきました。3 年ぶりの日本人会ふれあい祭りへの出展を行うこ

ともできました。最終的に 2023 年 1 月の総会で、役員を後任に引き継いで、私の KESTES としての活動はひと段落を迎

えました。 

2023 年 2 月には最後の仕事として、1 月に派遣されてきた新隊員への説明会を担当しました。その中で、1 月の総会で

新規奨学生として採用したテレシアさんやその家族を紹介しました。テレシアさんは、KESTES 正会員として私が最後に

採用したこともあり、非常に印象に残っています。日本ではなかなか想像できないような大変な人生を送っている人がケ

ニアにはたくさんいるし、そういう人であっても、自分の子供に教育を受けさせ、より良い人生を送らせたいという思い

を持っています。そのことを新隊員の皆さんに伝えたかったし、KESTES はそういう途上国のリアルな生活に触れる貴重

な経験であることも紹介しました。 

こういった活動を行っていくためには、やはり人手が必要です。みんなで協力し、アイディアを出し合うことが、より

良い活動には不可欠です。組織にとって人こそが力なのだということを、KESTES の活動の中で改めて感じました。新隊

員の皆さんにも KESTES の活動を経験してもらって、自身の活動以外の面からもケニアという国を体感してほしいと願

います。また、これからも新しい隊員が派遣されてくると思いますので、メンバーを増やして、再び継続的な活動サイク

ルを構築していってほしいです。2023 年は前年よりもより充実した活動ができるはず。私も引き続き日本から支援して

いきたいと思います。 

最後になりますが、KESTES の活動をご支援いただいているサポーターの皆様、いつもありがとうございます。引き続

きあたたかいご支援をよろしくお願いいたします。また、一緒に活動してくれたメンバーの皆さん、ケニアでの活動を支

えていただいている日本の KESTES 正会員の皆さんにも感謝を述べさせてください。本当にどうもありがとうございま

した。 

2019 年度 3 次隊 加賀瀬 悠 

 



 

KESTES 日本窓口では、11 月に多摩動物公園で行われたアフリカフェアに参加しました！園内にア

フリカ各国のブースや JICA のブースが立ち並び、動物園がアフリカ色に染まった 2 日間でした。

KESTES では、オリジナルグッズの販売に加え、ケニア隊 OG でもあるイラストレーターのタケダミホ

さんのブースも併設しました。ブースの横では、動物たちと記録を争う体力測定コーナーを設け、たく

さんの子どもたちがカンガルーやゴリラの記録に挑

戦していました！いろいろなきっかけでアフリカ、

そしてケニアに関心を持ってくださり私たちも楽し

く過ごさせていただきました。 

さて、今年の 4 月には、毎年恒例の協力隊まつり

が開催されます！例年通り KESTES も出展しますの

で、ぜひ足をお運びくださいね。KESTES オリジナ

ル T シャツも入荷していますので、これを機にぜひ

お手に取ってみてください！ 

 

KESTES 日本窓口代表 黒田篤槻 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


